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ノムラ・ジャパン・オープン 
運用報告書(全体版) 

 
第53期（決算日2022年８月29日） 

 
作成対象期間（2022年３月１日～2022年８月29日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 1996年２月28日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

わが国の株式を実質的な主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。 
運用については、ボトムアップ・アプローチをベースとしたアクティブ運用を行ないます。 
わが国の株式への投資にあたっては、上場株式および店頭登録銘柄の中から、株価の割安性をベースに企業の収益性、成長性、安定性
等を総合的に勘案して銘柄を選定し、投資を行なうことを基本とします。株式の実質組入比率は、原則として高位を維持することを基
本とします。ただし、市場動向等により弾力的に変更を行なう場合があります。 

主な投資対象 

ノムラ・ジャパン・ 
オープン 

わが国の株式およびノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 

ノムラ・ジャパン・オープン 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

ノムラ・ジャパン・ 
オープン 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

ノムラ・ジャパン・オープン 
マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
決算時に繰越分を含めた利子、配当収入と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、元本部分と
同一の運用を行ないます。 
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ノムラ・ジャパン・オープン

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 
(東証株価指数) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

49期(2020年８月27日) 10,380 0 8.8 1,615.89 3.1 97.8 － 27,932 

50期(2021年３月１日) 11,768 100 14.3 1,902.48 17.7 98.3 － 27,556 

51期(2021年８月27日) 11,959 90 2.4 1,928.77 1.4 98.4 － 27,156 

52期(2022年２月28日) 11,586 100 △ 2.3 1,886.93 △ 2.2 98.2 － 25,759 

53期(2022年８月29日) 11,593 100 0.9 1,944.10 3.0 98.2 － 25,932 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 
(東証株価指数) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2022年２月28日 11,586 － 1,886.93 － 98.2 － 

３月末 11,918 2.9 1,946.40 3.2 97.3 － 

４月末 11,513 △0.6 1,899.62 0.7 97.3 － 

５月末 11,555 △0.3 1,912.67 1.4 97.4 － 

６月末 11,181 △3.5 1,870.82 △0.9 97.6 － 

７月末 11,299 △2.5 1,940.31 2.8 97.8 － 

(期  末)       

2022年８月29日 11,693 0.9 1,944.10 3.0 98.2 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ノムラ・ジャパン・オープン

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2022年２月28日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、TOPIX（東証株価指数）です。ベンチマークは、作成期首（2022年２月28日）の値が基準価額と同一となるように計

算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は0.9％の上昇 

基準価額は、期首11,586円から期末11,693円（分配金込み）に107円の値上がりとなりました。 

 

①の局面（期首～'22年７月上旬） 

（下落） ロシアによるウクライナ侵攻の激化を受けて原油価格が急上昇するなど世界経済の先

行きに対する不安が高まったこと。 

（上昇） ウクライナとロシアの停戦への期待が高まったことや、円安ドル高が進展したことで

輸出関連企業の業績拡大が期待されたこと。 

（下落） 中国において上海のロックダウン（都市封鎖）が継続され、サプライチェーン（供給

網）の混乱の長期化による世界経済の落ち込みへの懸念が強まったこと。 
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ノムラ・ジャパン・オープン

（上昇） 中国において上海のロックダウンの段階的な解除方針が示され、供給制約の解消への

期待が高まったこと。 

（下落） 米国の高インフレの継続を背景に、FRB（米連邦準備制度理事会）による積極的な利

上げが継続するとの見方が広まったこと。 

 

②の局面（'22年７月上旬～期末） 

（上昇） 参議院選挙での自民党大勝により景気対策への期待が高まったことや、米国の長期金

利上昇が一服し、その後低下したこと。 

（上昇） 米国のCPI（消費者物価指数）が市場予想を下回ったことから、FRBの積極的な利上げ

姿勢が和らぐとの見方が広まったこと。 

 

○投資環境 

期首から期末にかけて、国内株式市場は上昇しました。ロシアによるウクライナ侵攻の激化

を受けて原油価格が急上昇するなど世界経済の先行きに対する不安が高まり下落しましたが、

ウクライナとロシアの停戦への期待が高まったことや、円安ドル高が進展したことで輸出関連

企業の業績拡大が期待されたことなどから反発しました。その後は、中国における上海のロッ

クダウンを受けたサプライチェーンの混乱の長期化による世界経済の落ち込みへの懸念が強

まったことなどから下落する場面もありましたが、７月以降は参議院選挙での自民党大勝によ

り景気対策への期待が高まったことや米国の長期金利上昇が一服したことに加え、FRBの積極

的な利上げ姿勢が和らぐとの見方が広まったことなどから上昇に転じました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［ノムラ・ジャパン・オープン］ 

主要投資対象である［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］を期を通じて高位に

組み入れ、実質株式組入比率は期末に98.2％としました。 

 

［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］ 

・株式組入比率 

株式組入比率は、期を通じて高位を維持し、期末に98.4％としました。 

 

・期中の主な動き 

特定の分野・事業領域で高い市場シェアを持つなど競争力や経営力が高く、中長期的に堅調

な業績拡大が期待できる企業に着目し、主にPER（株価収益率）などのバリュエーション指標

に基づき、中長期で割安と思われる銘柄に投資しました。 
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＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類、以下同じ）と銘柄＞ 

①卸売業（0.3％→5.9％、時価構成比、以下同じ） 

資源価格上昇による収益拡大や、非資源分野の利益成長が期待できると考えた三井物産や、

自動車の生産台数回復や、再生可能エネルギー事業における利益成長が可能であると考えた

豊田通商などを買い付けしました。 

②銀行業（1.7％→6.9％） 

株主還元強化や、中期的な日銀の政策変更による利益成長の可能性に期待して三菱UFJフィ

ナンシャル・グループや、三井住友フィナンシャルグループを買い付けしました。 

③情報・通信業（3.7％→6.5％） 

安定的な収益構造に注目したことに加え、グループ会社の事業再編に伴い利益成長が可能だ

と考えた日本電信電話や、投資先の厳選と今後の更なる自社株買いに期待をしたソフトバン

クグループなどを買い付けしました。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①化学（10.7％→2.3％） 

塩化ビニル樹脂の市況価格下落のリスクがあると考えた信越化学工業や、市場環境の悪化に

伴い増益率が鈍化すると考えた東京応化工業などを売却しました。 

②機械（9.8％→3.2％） 

FA（ファクトリーオートメーション）業界の環境悪化やそれに伴い増益率が鈍化すると考え

たSMCや、インフレによる電動工具の需要の減少やコストの増加による利益率の悪化を懸念

したマキタなどを売却しました。 

③小売業（7.1％→2.4％） 

中古車価格の低下による増益率の鈍化を懸念したネクステージや、BtoB事業の成長性鈍化

に加え大規模なソフトウエア投資によって一時的に利益率が悪化すると考えたアスクルな

どを売却しました。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

＊ベンチマーク対比では2.1％のマイナス 

基準価額の騰落率は0.9％の上昇となり、ベン

チマークであるTOPIX（東証株価指数）の3.0％

の上昇を、2.1％下回りました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①投資していた日立製作所、東京海上ホール

ディングス、第一三共、サンリオ、イーレッ

クスなどが値上がりしたこと。 

②ベンチマークに比べてパフォーマンスが良

かった保険業などの投資比率が相対的に高

かったこと。 

③ベンチマークに比べてパフォーマンスが悪

かったサービス業などの投資比率が相対的

に低かったこと。 

 

（マイナス要因） 

①投資していた新光電気工業、イビデン、太陽誘電、M＆Aキャピタルパートナーズ、住友金

属鉱山などが値下がりしたこと。 

②ベンチマークに比べてパフォーマンスが悪かった電気機器などの投資比率が相対的に高

かったこと。 

③ベンチマークに比べてパフォーマンスが良かった卸売業などの投資比率が相対的に低かっ

たこと。 
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◎分配金 

（１） 今期の分配金は、基準価額水準などを考慮して１万口当たり100円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第53期 

2022年３月１日～ 
2022年８月29日 

当期分配金 100  

(対基準価額比率) 0.855％ 

 当期の収益 91  

 当期の収益以外 8  

翌期繰越分配対象額 5,283  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］ 

・投資環境 

日本経済は、緩やかな成長が続くとみています。新型コロナウイルスの新規感染者数が拡大

する中で、岸田政権は新たな行動制限には慎重な姿勢をとっていますが、サービス消費の回復

は足もとでは鈍化しています。エネルギーや食品価格の上昇が家計の防衛的な消費行動につな

がることも考えられます。一方で、企業サイドに関しては６月調査の日銀短観において2022年

度設備投資計画が前年度比＋14.1％と前回３月調査から上方修正されるなど、堅調な見通しと

なっています。日銀は７月の金融政策決定会合において市場予想通り現状の金融政策を維持し

ました。インフレ率については、展望レポートでの2022年度消費者物価指数（除く生鮮食品）

見通しを前回（４月）の前年度比＋1.9％から同＋2.3％に上方修正しました。ただし、黒田日

銀総裁は２％の物価安定の目標を持続的・安定的に実現するには更なる賃金上昇が必要との見

方から現時点で利上げや長期金利の変動幅の変更は必要ないとしています。少なくとも来年４

月までの黒田総裁の任期中は、金融政策の本質的な変更はないと考えています。当社では日本

の2022年の実質GDP（国内総生産）成長率は前年比＋1.6％と予想しています。 
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・投資方針 

データセンター、５G、電気自動車、EC（電子商取引）などの成長産業において業界内で競

争力を有する銘柄や、成熟産業において勝ち残る可能性の高い銘柄、特定の分野・事業領域で

高い市場シェアを持っている銘柄などに注目し、業績に見合った株価の銘柄を選別していく方

針です。 

当ファンドでは競争力が高く中長期で堅調な業績が見込める銘柄を、割安なタイミングで組

み入れていくという基本戦略に基づき、TOPIXを上回るリターンを目指します。 

 

［ノムラ・ジャパン・オープン］ 

当ファンドは引き続き第54期の運用に入ります。 

主要投資対象である［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］の組み入れを高位に

維持して、基準価額の向上に努めます。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年３月１日～2022年８月29日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 96  0.834  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 46)  (0.398)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 45)  (0.387)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.049)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 7   0.061   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  7)  (0.061)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 103   0.897    

期中の平均基準価額は、11,508円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.68％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年３月１日～2022年８月29日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 245,256 568,200 362,268 862,700 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2022年３月１日～2022年８月29日) 

 

項 目 
当 期 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 84,371,900千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 61,534,386千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.37   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年３月１日～2022年８月29日) 

 

＜ノムラ・ジャパン・オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 43,158 8,001 18.5 41,212 6,174 15.0 

平均保有割合 40.8%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 15,741千円 
うち利害関係人への支払額（B） 2,900千円 

（B）／（A） 18.4％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2022年８月29日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 10,834,602 10,717,590 25,879,765 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年８月29日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 25,879,765 98.1 

コール・ローン等、その他 495,369 1.9 

投資信託財産総額 26,375,134 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年８月29日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 26,375,134,476   

 コール・ローン等 495,369,215   

 ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド(評価額) 25,879,765,261   

(B) 負債 442,898,880   

 未払収益分配金 223,689,927   

 未払解約金 4,645,394   

 未払信託報酬 214,140,499   

 未払利息 474   

 その他未払費用 422,586   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 25,932,235,596   

 元本 22,368,992,798   

 次期繰越損益金 3,563,242,798   

(D) 受益権総口数 22,368,992,798口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,593円 
 

（注）期首元本額は 22,234,086,667円、期中追加設定元本額は

690,459,673円、期中一部解約元本額は555,553,542円、１口当た

り純資産額は1.1593円です。 
 

○損益の状況 (2022年３月１日～2022年８月29日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       10,752   

 支払利息 △       10,752   

(B) 有価証券売買損益 473,710,530   

 売買益 494,276,861   

 売買損 △   20,566,331   

(C) 信託報酬等 △  214,563,085   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 259,136,693   

(E) 前期繰越損益金 7,556,067,443   

(F) 追加信託差損益金 △4,028,271,411   

 (配当等相当額) (  3,632,568,825)  

 (売買損益相当額) (△7,660,840,236)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,786,932,725   

(H) 収益分配金 △  223,689,927   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 3,563,242,798   

 追加信託差損益金 △4,028,271,411   

 (配当等相当額) (  3,638,496,045)  

 (売買損益相当額) (△7,666,767,456)  

 分配準備積立金 8,180,729,316   

 繰越損益金 △  589,215,107   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2022年３月１日～2022年８月29日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2022年３月１日～ 
2022年８月29日 

a. 配当等収益(経費控除後) 204,055,417円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 3,638,496,045円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 8,200,363,826円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 12,042,915,288円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 5,383円 

g. 分配金 223,689,927円 

h. 分配金(１万口当たり) 100円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 100円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2022年８月29日現在) 

＜ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド＞ 
 下記は、ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド全体(26,861,597千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

水産・農林業（1.0％）    

日本水産 － 1,100 627,000 

建設業（1.3％）    

鹿島建設 － 570 842,460 

五洋建設 905.9 － － 

食料品（－％）    

アリアケジャパン 22 － － 

繊維製品（0.9％）    

ワコールホールディングス 214 － － 

デサント － 169 580,515 

パルプ・紙（－％）    

王子ホールディングス 1,000 － － 

化学（2.3％）    

クレハ － 63.5 614,680 

信越化学工業 138.7 － － 

日本酸素ホールディングス 632.2 170 422,280 

東京応化工業 224.2 － － 

富士フイルムホールディングス 151 － － 

ライオン － 252 409,248 

医薬品（5.3％）    

日本新薬 92.8 59 440,140 

中外製薬 329.8 － － 

ロート製薬 － 200 823,000 

第一三共 － 522 2,144,376 

石油・石炭製品（1.0％）    

ＥＮＥＯＳホールディングス － 1,234 648,960 

ゴム製品（2.0％）    

横浜ゴム － 567 1,287,657 

ガラス・土石製品（1.6％）    

東洋炭素 － 307 1,006,960 

ニチハ 173.5 － － 

鉄鋼（2.3％）    

東京製鐵 506.6 575 817,650 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

山陽特殊製鋼 326.1 320 665,600 

非鉄金属（3.6％）    

住友金属鉱山 132.7 155 679,985 

古河電気工業 410 660 1,600,500 

機械（3.2％）    

日本製鋼所 － 270 835,650 

旭ダイヤモンド工業 － 345 274,275 

ヤマシンフィルタ － 970 321,070 

ＳＭＣ 37.1 － － 

住友重機械工業 220 － － 

クボタ 410 － － 

ＣＫＤ － 345 627,900 

ツバキ・ナカシマ 510.9 － － 

マキタ 379.2 － － 

電気機器（22.4％）    

ミネベアミツミ 412.1 440 1,052,920 

日立製作所 300 555 3,818,955 

ジーエス・ユアサ コーポレーション 170 519 1,310,475 

ルネサスエレクトロニクス 1,475.5 － － 

ソニーグループ 198.1 154 1,739,430 

ＴＤＫ 395.4 123 595,935 

キーエンス 8.6 － － 

ローム － 199 2,037,760 

新光電気工業 620 620 2,349,800 

太陽誘電 － 279 1,199,700 

ＫＯＡ 307.1 88 202,664 

輸送用機器（12.1％）    

トヨタ紡織 － 220 440,880 

豊田自動織機 232.8 － － 

デンソー 149.5 － － 

日産自動車 － 1,230 653,991 

いすゞ自動車 877.3 920 1,592,520 

ＮＯＫ － 537 655,677 
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

本田技研工業 － 641 2,351,829 

スズキ 718.2 295 1,407,445 

ＳＵＢＡＲＵ － 260 636,480 

精密機器（－％）    

ナカニシ 232.4 － － 

その他製品（2.3％）    

任天堂 17 18.2 1,041,768 

グローブライド 166.1 166.1 461,093 

電気・ガス業（1.3％）    

イーレックス 333.4 290 803,880 

メタウォーター 275.5 － － 

倉庫・運輸関連業（1.5％）    

上組 － 345 929,085 

情報・通信業（6.5％）    

ｅＢＡＳＥ 226.5 － － 

メルカリ 254.5 － － 

オービックビジネスコンサルタント 179.5 80 388,000 

東映アニメーション － 32 398,080 

日本電信電話 － 686 2,574,558 

ソフトバンクグループ 92.6 140 769,440 

卸売業（5.9％）    

豊田通商 － 273 1,333,605 

三井物産 － 401 1,306,859 

サンリオ － 314 1,117,840 

ＰＡＬＴＡＣ 48.1 － － 

小売業（2.4％）    

エービーシー・マート － 104 581,360 

アスクル 698.9 － － 

三越伊勢丹ホールディングス － 490 514,990 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ネクステージ 1,117.7 140 426,300 

ニトリホールディングス 27.7 － － 

銀行業（6.9％）    

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ － 2,550 1,849,005 

三井住友フィナンシャルグループ － 337 1,411,693 

ふくおかフィナンシャルグループ 456.5 456.5 1,128,011 

証券、商品先物取引業（1.4％）    

ＳＢＩホールディングス 245 320 873,280 

保険業（7.1％）    

第一生命ホールディングス 475 550 1,297,450 

東京海上ホールディングス 471.7 432 3,261,600 

その他金融業（2.2％）    

オリックス 623.7 623.7 1,409,562 

不動産業（1.5％）    

ＳＲＥホールディングス － 107 307,839 

オープンハウスグループ 70 － － 

住友不動産 321 － － 

日本空港ビルデング － 119 661,640 

サービス業（2.0％）    

リゾートトラスト － 345 765,900 

Ｍ＆Ａキャピタルパートナーズ 271.6 － － 

エアトリ 214 190 501,410 

合 計 
株 数 ・ 金 額 19,499 25,443 63,830,616 

銘柄数＜比率＞ 55 61 ＜98.4％＞ 
 
＊各銘柄の業種分類は、期首、期末の各時点での分類に基づいてい

ます。 

＊銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

＊評価額欄の< >内は、このファンドが組み入れているマザーファ

ンドの純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 
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